
 

 

九十九里地域水道企業団公告     

 

一般競争入札（事後審査型）の実施について 

 

地方自治法施行令第１６７条の６の規定により一般競争入札を次のとおり実施します。 

 

令和７年５月１４日 

 

九十九里地域水道企業団 

企業長 鹿 間 陸 郎 

 

１ 一般競争に付する事項 

（１）業 務 名  産業廃棄物最終処分場草刈業務委託 

（２）業 務 場 所  東金市松之郷３７１７番地 

（３）一般競争入札  郵便入札・事後審査方式 

（４）業 務 期 間   契約日の翌日から令和７年１１月２５日 

（５）業 務 の 概 要 

ア 目的 

本業務は、産業廃棄物最終処分場埋立地及びフェンス周り等の草刈りを行うもの

である。 

イ 概要 

（ア）埋立地及びフェンス周り等（２回） 
（６）予 定 価 格  落札決定後公表 

（７）最低制限価格  無 

（８）入 札 保 証 金  免除 

（９）契 約 保 証 金  無 

（10）業務費内訳書  対象としない 

（11）前・中間支払金  対象としない 

  



 

 

２ 入札参加者に必要な資格に関する事項 

本業務の入札に参加する者に必要な資格は、次のとおりです。 

（１）本業務の公告日前に効力を有する令和６・７・８年度九十九里地域水道企業団建設

工事等資格者名簿「物品・委託用」に登載されているもののうち、（大分類）２９・緑

地管理・道路清掃、（中分類）１・除草・緑地管理について希望の登録がある者。 

（２）本業務の公告日から本業務の開札の日までの間に、九十九里地域水道企業団建設工

事請負業者等指名停止措置要領に基づく指名停止を受けていない者。 

（３）本業務の公告日前に山武市・東金市・大網白里市・九十九里町に本店又は支店等（契

約の締結及び契約の履行に関する一切の権限を受けている者を置く。）がある者。 

（４）本業務において、現場代理人及び当該業務に関し、主として指揮・監督を行う主任

技術者（開札日現在３か月以上の雇用関係にある者）を配置できる者。 

（５）地方自治法施行令第１６７条の４の規定のほか、次の各号に該当しない者。 

ア 手形交換所による取引停止処分を受けてから２年間を経過しない者又は本業務の

開札日前６か月以内に手形・小切手を不渡りした者。 

イ 会社更生法の適用を申請した者で、同法に基づく裁判所からの更生手続開始決定

が本業務の公告日までにされていない者。 

ウ 民事再生法の適用を申請した者で、同法に基づく裁判所からの再生手続開始決定

が本業務の公告日までにされていない者。 

 

３ 開札の場所及び日時 

（１）場 所  九十九里地域水道企業団第２会議室 

東金市東金７６９番地２ 

（２）日 時  令和７年６月２日（月）午前・午後  １０時３０分 

 

４ 設計図書の閲覧方法 

原則として、企業団ホームページからのダウンロード又は、企業団窓口での閲覧とな

ります。 

  



 

 

５ 入札書の郵送方法 

（１）郵送方法  一般書留又は簡易書留 

（２）到着期限  令和７年５月３０日（金）午後５時必着 

（３）送 付 先  〒２８３－０８０２ 

東金市東金７６９番地２ 

九十九里地域水道企業団 総務課 管財班行 

ア 郵送は外封筒（角形２号程度）及び中封筒（長形３号程度）の２重封筒としてく

ださい。 

外封筒には入札書を同封した中封筒、誓約書、入札参加資格確認申請書、業務費

内訳書（指定された場合）を入れて封かん（同封されていない場合は入札無効とな

ります。）し、封筒の表面に次の事項を必ず記載してください。 

（ア）指定した郵送先 

（イ）入札書、誓約書、入札参加資格確認申請書、業務費内訳書（指定された場合）

在中の旨 

（ウ）公告した業務名 

（エ）公告した業務場所 

（オ）開札日 

（カ）入札者の商号又は名称 

イ 中封筒には入札書を入れて封かん及び代表者印により３箇所封印し、封筒の表面

に次の事項を必ず記載してください。 

（ア）入札書在中の旨 

（イ）公告した業務名 

（ウ）公告した業務場所 

（エ）開札日 

（オ）入札者の商号又は名称 

ウ 入札書、誓約書、入札参加資格確認申請書の各々の様式については、企業団ホー

ムページ掲載の入札情報・入札様式よりダウンロードし作成してください。 

エ 入札書、誓約書、入札参加資格確認申請書、業務費内訳書（指定された場合）等

の書類の日付については、開札日の記入をお願いします。 

オ 開札日が同日であっても、外封筒及び入札書は公告ごとに作成してください。 

封筒の封は糊付けでお願いします。 

  



 

 

６ 業務費内訳書の提出 

（１）入札参加者は、業務費内訳書の提出を求められている場合は、業務費内訳書が同封

されていない入札書は無効となります。また、次の各号に該当する場合も、入札が無

効となるので留意してください。 

ア 入札書の記載金額と業務費内訳書の積算金額が相違する場合。 

イ 業務費内訳書に業務名、業務場所の記載がない場合。 

ウ 業務費内訳書に入札者の商号又は名称がなく、押印が欠けている場合。 

エ 入札公告で示した設計書（金抜設計書）のうち本業務内訳書及び内訳書に記載さ 

れた項目が欠けている場合。 

（２）業務費内訳書は次のどちらかの様式により作成してください。 

ア 入札公告で示した設計書（金抜設計書）のうち、本業務内訳書及び内訳書に金額

を記載したもの。 

イ アと同一の項目が含まれた任意の様式により作成したもの。 

 

７ 入札回数 

入札の回数は３回とする。 

 

８ 設計図書等に関する質問 

設計図書等に関する質問がある場合は、書面でＦＡＸ等により提出してください。 

（１）提出期限  令和７年５月１９日（月）午後５時まで 

（２）提 出 先  九十九里地域水道企業団 総務課 管財班 

ＴＥＬ ０４７５－５４－０６３１ 

ＦＡＸ ０４７５－５４－２０６８ 

（３）回 答  質問に対する回答は令和７年５月２２日（木）にホームページに掲載

します。 

 

９ 入札の執行 

到着期限までに到着した入札書が１通の場合でも、当該入札は執行します。 

 

10 開札の立会 

開札の立会については任意ですので、必ず参加しなければならないものではありませ

ん。 

ただし、参加しなかった場合は再度入札を行うことはできません。 

代理人をもって参加する場合は委任状の提出をお願いします。 

  



 

 

11 落札者の決定 

（１）予定価格の制限の範囲内（最低制限価格を設定した場合は、予定価格と最低制限価

格の範囲内）で最低の価格をもって入札した者を落札候補者とする。 

以下低い価格で入札した者から順次落札候補者として資格審査を行い、後日落札者

を決定し、連絡いたします。 

（２）予定価格の制限の範囲内の入札がない場合は、再度入札を行うものとする。 

ただし、初回の入札で無効となった者は、再度入札には参加できない。 

（３）再度入札においては、入札書を封筒に入れずに提出することができるものとする。 

（４）落札候補者となるべき同価格の入札者が２者以上あるときは、くじ引きにより落札

候補者としての順位を決定する。 

なお、くじを引かない者があるときは、これに代わり入札事務に関係のない職員に

くじを引かせるものとする。 

（５）再度入札において落札候補者がない場合は、当企業団物品等契約事務取扱要綱第１

４条第１項の規定によるものとする。 

 

12 落札候補者となった場合提出する書類 

落札候補者は速やかに次の書類を提出するものとする。 

（１）現場代理人及び主任技術者の資格を証明するもの。（開札日現在３か月以上の雇用関

係の証明含む） 

 

13 その他 

（１）上記のほか、入札公告及び入札の概要を熟知し、入札書を郵送してください。 

（２）入札書を投函する前に、再度必ず確認してください。 

（３）開札日には、再度の入札に備え予備の入札書を持参してください。 

（４）入札書到達の有無等の問い合わせには、一切対応しません。 

（５）入札参加者は、ホームページ掲載の入札情報の入札約款を熟読し、遵守してくださ

い。 
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１．業務番号 九水企委令７第９号 

２．業 務 名 産業廃棄物最終処分場草刈業務委託 

３．業務場所 東金市松之郷３７１７番地 

４．業務期間 契約日の翌日から令和７年１１月２５日 

５．業務概要  本業務は、産業廃棄物最終処分場埋立地及びフェンス周り等の草

刈りを行うものである。 

       （１）実施回数                    ２回 

       （２）埋立地草刈り面積            ９，２８３㎡ 

       （３）フェンス及び遮水シ－ト周り草刈り面積  １，０４０㎡ 

       （４）集草、運搬、処分                １式 

６．一般共通事項 

（１）本仕様書によって実施する業務は、産業廃棄物最終処分場草刈業務委託で、

本仕様書及び工事等共通仕様書並びに関係法令に基づき九十九里地域水道企業

団監督職員（以下、監督職員）の指示に従い実施すること。 

（２）受注者は、業務契約後５日以内に業務工程表その他監督職員の指示する書類

を提出するとともに、期間内に完了させること。 

（３）業務実施時期は、７月、１０月頃とし、詳細は監督職員の指示によるものと

する。  
（４）受注者は、業務実施に先立ち、次の事項等を記載した施行計画書を作成し、

監督職員に提出すること。  

ア 業務概要、計画工程表 
イ 現場管理計画（現場管理組織表、作業責任者等） 
ウ 施行管理計画（実施方法、工程管理、施設の保護、使用機械等） 
エ 安全管理計画（安全対策、安全衛生組織表、安全教育、交通安全管理等） 
オ 緊急時の体制及び対応（緊急連絡体制、緊急時の対応方法等） 
カ 環境対策計画（環境に配慮した機器の使用等） 

キ 建設副産物適正処理（再利用計画、収集運搬・処分方法、委託契約書等の

写し、収集運搬車両登録の写し等） 

ク 地震・大雨・落雷等が発生した際の避難判断基準 
（土木工事安全施工技術指針に基づく） 

ケ その他監督職員の指示する事項  

（５）本仕様書に明示ない事項で疑問を生じた場合は、監督職員と協議することと

し、実施上当然必要と認められるものについては、受注者の責任において実施

すること。 

（６）当企業団は、必要に応じて業務の増減、変更または中止を命ずることがあ

る。 

この場合における契約金額の増減は、契約書等に基づき当企業団及び受注者
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の両者協議のうえ行うものとする。 

（７）受注者は、本業務に精通した現場代理人及び主任技術者を選任し、通知する

こと。 

また、現場代理人は現場に常駐し本業務のすべてを管理すること。 

（８）受注者は、業務実施にあたり、諸法規、関係諸法令を遵守し、業務の円滑な

進捗を図るとともに、安全対策に十分留意すること。 

特に、傾斜地等の作業には十分注意を払い、事故等が起こらないように実施

すること。 

（９）受注者は、業務着手前に監督職員に作業員名簿を提出すること。 

（10）本業務実施にあたり、資格を必要とする作業は、それぞれ有資格者が実施す

ること。 

（11）本業務に使用する機械、器具等は、予め監督職員の承諾を得て使用するこ

と。 

（12）業務実施に際し障害となる既設構造物その他に対しては、監督職員と協議の

上、防護または一時移転を行うこととし、万一損害を与えた場合は、受注者の

責任において一切を処理すること。 

（13）本業務場所には廃棄物の地下浸透を防止するための遮水シ－トが敷設してあ

り、露出している部分があるためシ－トを損傷しないよう十分注意しながら実

施すること。万一シートに損傷を与えた場合は、速やかに監督職員に報告する

とともに、受注者の責任において修理を行うこと。 

（14）本業務に関連して、他の工事及びその他交渉の必要が生じたときは、監督職

員に連絡し、関係者による協議を実施し業務の進捗を図るものとする。 

（15）就業時間は、平日８時３０分より午後５時迄とし、土曜日、日曜日及び祝日

は休日とする。 

ただし、平日以外または就業時間外に作業を行う必要が生じた場合は監督職  

員にその内容を説明し、書面により承諾を得たうえで実施することができる。 

（16）作業中は現場の整理整頓を行い、常に安全な状態で実施すること。 

また、作業終了後は集草を行い、風等で草が飛散しないよう注意するととも

に現場の美化に努めること。 

特にＵ字溝内の草は必ずその日に撤去すること。 

（17）受注者は、当企業団の定める写真撮影要領により写真を撮影し、業務完了後

に提出すること。 

（18）監督職員が不適当と認めた現場代理人及び作業員は受注者の責任において異

議無く交代させること。 

（19）本業務場所は、無人施設内等であるため、受注者は次の事項について特に留

意すること。 

ア 作業開始前までに、作業員名及び人数を毎日報告すること。 
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イ 場内の施設等には絶対触れないこと。 

ウ 作業範囲以外には立ち入らないこと。 

エ 道路付近の作業は、道路を通行する人及び車両等に十分注意を払い、通行

の妨げ・事故等が起こらないようにすること。 

オ 処分場内では、作業中においても門を閉鎖し、部外者が侵入しないように

すること。 

なお、処分場の鍵は企業団が貸与する。 

カ 火気については十分注意すること。 

（20）受注者は、作業中における熱中症の対策について次の事項に注意する

こと。 

ア 高気温時の作業など熱中症を引き起こしやすい時には水分・塩分の

補給や小休止等の適切な処置をとること。 

イ 気象情報や熱中症アラートを入手し、常に作業員の健康状態を確認

すること。 

ウ 熱中症が疑われた場合は、厚生労働省「職場における熱中症予防対

策マニュアル」に準じた措置を行うとともに、監督職員に速やかに報

告すること。 

 






